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【【【【    菅首相退陣へ、安倍氏に及ばないが「金融市場的な名宰相」菅首相退陣へ、安倍氏に及ばないが「金融市場的な名宰相」菅首相退陣へ、安倍氏に及ばないが「金融市場的な名宰相」菅首相退陣へ、安倍氏に及ばないが「金融市場的な名宰相」    】】】】    
 
8 月 18 日付レターなど、筆者は過去に何度も「日本の政局」を取り上げてきたが、まさかまさかの「菅首相
自身が次期自民党総裁選不出馬」を明言した。もちろん、「自民党総裁＝日本国首相」ではないものの、
これまでの経緯を考えれば、次期自民党総裁が菅首相のあとを継ぐことにはほぼ確実だ。 
なお、最長でも残り任期が 1 ヵ月ほどとなった現在の菅内閣だが、世間一般的な支持率低迷とは裏腹に
「金融市場的には、なかなかの『名宰相』」。とくに株式市場関係者からの信頼が厚いのかもしれない。 
 
◎◎◎◎とくに就任期間中の株高目立つ、ＴＯＰＩＸは実に「とくに就任期間中の株高目立つ、ＴＯＰＩＸは実に「とくに就任期間中の株高目立つ、ＴＯＰＩＸは実に「とくに就任期間中の株高目立つ、ＴＯＰＩＸは実に「31313131 年ぶり高値年ぶり高値年ぶり高値年ぶり高値」」」」を示現を示現を示現を示現    
 
昨年 9 月 23 日付の当レターでレポートしたように、菅首相の前任者である安倍首相（当時）は金融市場か
ら見た場合、かなりの「名宰相」だった。 
詳細はバックナンバーに譲るが、在任期間中に日経平均株価は 2 倍以上、ドル/円相場も 20％を超える
ドル高・円安が進行したことが明らかとなっている。ちなみに後者、為替の部分だけをいま少し掘り下げる
と、20％超の円安進行は、橋本龍太郎氏に次ぐ、歴代第 2 位の好記録だ。 
 
そんな「成績優秀」な安倍政権を受けて誕生した菅政権。金融市場的には運営もかなり難しかったように
思われるが、誕生からおよそ 1 年といった短期間のなかで、実はなかなか優秀な成績を残している。 
実際、ドル/円は在任期間中に 5.23 円、4.98％の上昇をたどっている（9 月 3 日現在；下表参照）ほか、日
経平均株価も 7 日に 3 万円の大台を回復しただけでなく、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）も 6 日にいわゆるバブ
ル期以降、実に「31 年ぶり」の高値を付けたことは記憶に新しいところだ。前任者の安倍首相には及ばな
いが、それでもかなり立派な成績を残していると言え
よう。 
 
なお、ここでこのあとの日本の政治日程を簡単にお
浚いしておく。 
・9 月 17 日告示、29 日投開票の「自民党総裁選」 
・10 月上旬までに「党役員人事」 
・10 月 4 日（？）に「臨時国会召集」と「首相指名、新
内閣発足」 
・11 月初（？）に衆院選－－となる。 
 
ともかく、読売新聞の世論調査ではないが、一般的
な期待としては「河野行革相」が次期首相候補の最
右翼。以下、「岸田前政調会長」や初の女性首相に
なるか「高市早苗元総務相」などの名前が挙がって
いるものの、一寸先は闇であり最後の最後まで誰が
就任するのか予断は許さない。 
いずれにしても、次期首相、政権にも安倍、菅の両
氏に負けない金融市場的名宰相を目指してほしいと
だけは切に願っている。（了） 
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当レターは、情報提供のみを目的としたものです。内容に関して正確であるよう注意を払っておりますが、その正確
性を保証することはできません。投資や運用にあたっての最終的な判断は、あくまで読者自身の責任と判断によって、
ご利用いただくようお願い申し上げます。また、本稿の無断転載・転送もご遠慮ください。 
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